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とちぎ県南若者サポートステーションを利用している若者と一緒に楽しく、作業をし、寝食を共にし、一緒に作業することで、交流を深め、参加者もスタッフも、お互いに対人関係の成長を図る。
　　　
対人関係に苦手意識を持っている他、あまり他人と接する機会が無い参加者もいるので、この機会を通じ、他人との会話や作業を楽しんでもらえること、さまざまな場所や参加者と出会うことで、ものごとを見る目が広がり、行動しやすくなってもらえるよう、参加者に合わせて適宜サポートする。






· 益子散策
益子町のカフェでおしゃべり
益子焼の絵付け
益子町内の散策
· 竹林整備・バンブープロジェクト　（那須烏山市）
竹林の伐採・整備
· 子どもの森　（高根沢町）
高根沢町第二幼稚園　の園児が遊べる森つくり
· 遊歩道つくり
· 杭つくり・杭うち
· 畑つくり
· シーソーつくり
　
· 風と緑の幼稚園・園庭　（宇都宮市・下栗町）
風と緑の幼稚園　の園児が遊べる園庭（芝生）つくり
· エアレーション（空気入れ）
· 水やり
· 肥料まき
· 種まき


· 参加者　感想
　・参加前の感想
　　　　「きちんと人と接することができるか、不安ばかりだった」
　　　　「人と接して、苦手意識を少なくすることが、できれば、と思い参加しました」
　　　　「野良仕事をやるのかな、と思って参加した」

　・参加後の感想
　　　　「スタッフの方々がたくさん話しかけてくださったので、楽しく過ごすことができました」
　　　　「皆フレンドリーで、予想以上に楽しかった」
　　　　「ぜひ次回も参加したいです」
　　　　「短い時間でしたが楽しかったです。ありがとうございました」
· スタッフ（ボランティア）感想
「利用者さんが自分のことを色々話してくれて、『何かをはきだす』意味でも良い機会だったんじゃないかと思った」
「何か特別なことはできなかったけど、一緒に作業して楽しんでくれたみたいでうれしかった」
「（利用者さんが）落ち着いて、楽しんでいた様だった。気配りもすばらしいので、いろいろ任せたら、すごい力を発揮してくれると思う」



よりたくさんの人たちと作業できる機会を増やすため、短期間のプログラムも行った。寝食を共にし、一緒に作業することで、交流を深め、お互いに対人関係の成長を図る。
参加を通じて以下の点を意識して活動する。
· 参加者には自然に触れる作業によって、森やＮＰＯなどへの関心を持つ機会になってもらうこと。
· 幼稚園児たちの遊ぶ森つくりに一緒に参加してもらうことなどでも関心を持ってもらうこと。
· 栃木県内の参加者とは、今後も交流を図り、長期的な仲間になれること。






· 子どもの森　（高根沢町）
高根沢町第二幼稚園　の園児が遊べる森つくり
· 草刈り
· オブジェつくり
· 輪投げつくり
　
· 竹林整備・バンブープロジェクト　（那須烏山市）
竹林の伐採・整備
○　学習イベント　２６歳からのハローワーク　（宇都宮市）
　　　株式会社キッズコーポレーション社長（風と緑の幼稚園・理事長）大塚雅斗さんによるお話



短期合宿中は、しごとや（社団法人・若年者支援機構）の皆さんとの作業もありました。
普段、あまり接することのないメンバーとの作業でもあり、新鮮でもあり、試行錯誤もありだったようです。
· 参加者感想
　　　「栃木県内に新しく友達や仲間を作りたいと思って参加しました」
　　　「栃木にも面白い人や、ステキな活動をしている人がいるなー、とわくわくしました」
　　　「ステキな建物で、生活をし、空気やこもれびの気持ちいい森で活動できたことは、ずっと忘れなれない思い出です」
　　　「スタッフと色々話ができて楽しかった」
また、
　　　「作業中もっとお話もしてみたかった」
　　　「子どもの森のシーソーの固定を強くしたほうがいい」
　などの提案もいただきました。
· スタッフ感想
一週間という、決して長くない期間でしたが、参加者もスタッフ・ボランティアも楽しんで作業することができました。
参加者に恵まれ楽しく作業できた一週間でした。
また、合宿終了後も、コンサベーション参加者の送別会のときに一緒にカラオケに行ったり、今後も一緒に作業することを約束したりと、これからもまた新たな展開が望めそうで、楽しみです。




平成２３年３月１１日に、東日本大震災が発生してから１００日以上が
過ぎました。トチギ環境未来基地も福島県いわき市内の
ボランティアセンターで活動を行ってきました。
被災地では、ガレキや泥だしに多くのボランティアが取り組み、復旧が
進められています。風評被害などもあり、当初は県外からのボランティア
も少ない状況のようでした。
現在は、最初に活動してきた時よりも随分復旧できたように見えますが、
まだまだ困難な状況にある被災者の方々も多くいらっしゃいますので、
引き続き被災地の皆様と協力しながら、活動を続けていく必要があります。















より長期的に、より地域に根差した活動を実施できるように、また栃木のボランティアといわき市の方々をつなぐことができるようにその拠点となるフクシマ環境未来基地の準備を進めています。
また、若者たちのチームによる、長期間の災害ボランティアプログラム、Fukushima Conservation Corpsの準備を進めています。（２０１１年秋より2ヶ月間プログラムを開催予定）
復興への想いを一つにしながら、多くのボランティアの方々と引き続き活動を続けていく必要があります。











バンブーチャレンジ　プロジェクト
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はじめに


「若者が抱える問題」と「地域が抱える問題」、双方の問題に対して積極的に働きかけ、試行錯誤


しながら活動しています。『Conservation corps program 2011 春』の活動においても、多くの若者自立支援団体と協力しながら、荒れた竹林の整備を実施致しました。また、今年度は林野庁　補助


事業｢若者自立支援団体との連携による、荒れた竹林の整備｣事業としても取り組んでいます。





　








作業概要





�








作業内容：　　荒れた竹林の整備（竹の伐採、竹をチップにする作業　等）


作業場所：　　栃木県那須烏山市　（川の駅、積翠）


作業日数：　　5日　（5月20、24日　　6月7、16、22日）


作業人数：　　延べ43人


協力団体：　　一般社団法人栃木県若年者支援機構


　　　　　　　　　一般社団法人とちぎ青少年自立援助センター


　　　　　　　　　とちぎユースワークカレッジ











内容詳細





�





○過密に生えすぎた竹の伐採作業を行いました


　・木と違い伐採のしやすい竹では、太く長い竹でも簡単


　　に伐採できました。初めは慣れない手つきで作業して


　　いたメンバーも、時間と共に笑顔で活動することがで


　　きたと感じます。一方単純作業の為、メンバーに竹林整備の必要性と意味をどのように伝えていくかが課題だと感じました。





�





�





○伐採した竹をチップにする作業を行いました


 ・伐採した竹をバイオマス資源として活用する為に、竹を


　 チップにする機械を使って、伐採した竹をチップにしまし


　 た。竹を砕く大きい音に驚きながらも、真剣に作業に取り


　 組みました。今後、チップにした竹をどのように活用して


　 いくかが大きな課題と言えます。





�





�





�





○竹炭づくりなどの体験学習を実施致しました


 ・竹炭づくりなど一連の作業過程を見学し、実践するこ


　 とで、多くの学びがあった一日になりました。竹の活用


　 方法など、知らなかった知識に関心を持つこともできま


　 した。また使ったことのない道具での作業もあり、活動


　 に対する興味も深まったように感じました。





�





川の駅





活動の成果





栃木県那須烏山市　（川の駅、積翠）





作業日数：　3日


作業時間：　18時間


作業人数：　延べ25人





NPO法人那珂川流域悠遊会さんの協力のもと、過密になった竹林の間伐作業、伐採した竹をチップにする作業をおこないました。竹を専門的に扱う方々と一緒に活動できたことで、より実践的な作業ができ、多くを学ぶことができました。





整備エリア





積翠





�





作業日数：　2日


作業時間：　12時間


作業人数：　延べ18人


整備面積：　363㎡





以前に竹林整備をおこなった場所に、細い竹・雑草が成長していました。竹が大きく成長する前に間伐したことで作業効率も良く、短期間で作業を終えることができました。作業後は光が入り、明るくすっきりした状態に戻りました。





整備エリア








（画像：　Googleより抜粋）





活動の課題・改善案





○竹に関する学習時間の充実


○参加者にとって成果の見えやすい活動づくり


○活動フィールドの開拓


○伐採した竹をどのように活用していくか


○参加者が『やりがい』『達成感』を感じられる活動づくり





（　報告　：　岡本　大介　）





２．その他の活動





�





学習・イベント





１．はじめに　


　今回のConservation Corpsプログラムでは、NPOや社会貢献に関する分野や、東日本大震災を受けての市民活動について学ぶ機会が多くありました。NPOや教育分野、社会企業などに興味があるメンバーも多く、いろいろな意見交換を交えながら、進めていきました。





○ ねらいや目的 ○





○NPOや市民活動の活動や、働いている人たちの思いを知る


○たくさんの人と出会い、交流を大切にする


○現場だけではなく座学で学ぶことのおもしろさを知る





２．今回の学習内容





Conservation Corpsプログラム期間中の学習の時間は以下の通りです。





NPO,社会企業関係�
「とちぎ地域力創造プラットフォーム」キックオフイベント�
�
�
２６歳のハローワーク　ｖｏｌ．０�
�
行政、町との協働�
環境ボランティア学校　～災害復旧・里山整備ボランティア～�
�
災害復興支援�
「コミュニティを支える　ユースリーダーを育てる3日間」�
�
�
福島どうする会議�
�






□「とちぎ地域力創造プラットフォーム」キックオフイベント





ＮＰＯ・社会企業関係





日時�
６月15日（水）県民の日　13:00～16:30�
�
場所�
栃木県庁東館4階講堂


　〒321-8501　栃木県宇都宮市塙田1-1-20�
�
人数�
100人ほど　関心のある方�
�
内容�
◆活動事例発表 


　「住民がささえる星の宿 


～益子のまちづくりプラットフォーム」


　発表者　NPO法人ましこイーまちネット理事長　薄羽豊典氏


　インタビュー　宇都宮大学教授　廣瀬隆人氏


◆ワークショップ 


　「連携・協働がはじまる、加速する場づくり


 ～プラットフォームを体感しよう」


講師　IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]代表　川北秀人氏


◆とちぎ地域力創造プラットフォーム事業の説明�
�






　行政、ＮＰＯなど様々なバックグランドを持つ人たちが集まり、連携、協働について考え、シェアしました。





�





�





□26歳のハローワーク　vol.0





ＮＰＯ・社会企業関係





　ライフヒストリーから起業、事業発展についてざっくばらんなゲストによるお話や、「あなたにとって大切なことは？」というモノサシ、コンパスをそれぞれ考える時間もあり、一人ひとり考えるきっかけとなった時間でした。











�





日時�
６月22日(水)19：00－21：30�
�
場所�
株式会社　キッズコーポレーション


　　　　　３Ｆ　ミーティングルーム�
�
人数�
１３人�
�
ゲスト講師�
株式会社　キッズコーポレーション


代表取締役　大塚　雅斗　氏�
�
内容�
１．“仕事”や“はたらく”をテーマにしたトークライブ


２．参加者とのダイアログ


３．質疑応答�
�






�





町との協働イベント





□環境ボランティア学校　～災害復旧・里山整備ボランティア～





　東日本大震災を受けて、今回は登り窯の補修作業も加わった環境ボランティア学校でしたが、10名ほどの学生が益子町に集まり、お手伝いいただきました。私たち2名も一緒に作業に加わっての2日間でしたが、思っている以上に意識の高い学生が多く集まり、今後もいろいろな形でつながっていけたらと思っています。





�





日時�
５月28日(土)～29(日)�
�
場所�
益子町梅ヶ内自治会　他(益子町内)�
�
人数�
20人（早稲田大学生、益子町民）�
�
協力�
早稲田大学・早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター・益子町・益子町環境基本計画推進委員会・環境ボランティア「達人の会」・梅ヶ内自治会�
�
内容�
早稲田大学などの学生やボランティアの方々が、梅ヶ内自治会の皆さまと里山の整備作業や綿の種まき、昨年度収穫した綿の種切り作業を行ったほか、東日本大震災に伴い被害を受けた益子焼の登り窯の補修作業を手伝いました。


　また、二日間の活動を踏まえ、益子町の環境施策に関する話し合いや質疑応答なども行いました。�
�






�





�





□「コミュニティを支える　ユースリーダーを育てる3日間」





災害復興支援





日時�
５月17日(火)～20(金)�
�
場所�
財団法人　キープ協会�
�
人数�
約６０人（福島県、山梨県、東京都　他）�
�
主催�
財団法人KEEP協会、The Berkana Institute、JapanDialogプロジェクト�
�
後援�
NPO法人ETIC.、協力：日本財団Roadﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ�
�
内容�
１．自己紹介


２．World café


    ・どうしてここに来たか


　　・今感じていることは？


３．対話「現在、未来」


４．大切にしているものは何か？


５．今大切にしているものに対して、


私たちにできることは？


６．オープンスペーステクノロジー


　　・具体化している案をシェア


７．まとめ�
�






　３．１１後もなお原発の問題も続き、社会全体に大きな不安の渦があることもありますが、これから考える必要なのは、「対話すること」ではないか。そうファシリテーターは言います。対話から生まれることや、未来を考えることで、次のユースリーダーを育てる、ということで、実際に被災されている福島県の方々や他の地域の方々、６０人が集まり、いろいろな対話が行われました。　


　次回は8月下旬に行われます。　若者と活動している私たちも、いろいろな観点から学び考える時間となりました。





災害復興支援





　３．１１後もなお原発の問題も続き、社会全体に大きな不安の渦があることもありますが、これから考える必要なのは、「対話すること」ではないか。そうファシリテーターは言います。対話から生まれることや、未来を考えることで、次のユースリーダーを育てる、ということで、実際に被災されている福島県の方々や他の地域の方々、６０人が集まり、いろいろな対話が行われました。　


　次回は8月下旬に行われます。　若者と活動している私たちも、いろいろな観点から学び考える時間となりました。





日時�
５月17日(火)～20(金)�
�
場所�
財団法人　キープ協会�
�
人数�
約６０人（福島県、山梨県、東京都　他）�
�
主催�
財団法人KEEP協会、The Berkana Institute、JapanDialogプロジェクト�
�
後援�
NPO法人ETIC.、協力：日本財団Roadﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ�
�
内容�
１．自己紹介


２．World café


    ・どうしてここに来たか


　　・今感じていることは？


３．対話「現在、未来」


４．大切にしているものは何か？


５．今大切にしているものに対して、


私たちにできることは？


６．オープンスペーステクノロジー


　　・具体化している案をシェア


７．まとめ�
�






�





�





�





□福島どうする会議





災害復興支援





日時�
６月15日(水)�
�
場所�
とちぎボランティアネットワーク事務局�
�
人数�
２０人程度�
�
主催�
認定ＮＰＯ法人


とちぎボランティアネットワーク　他�
�
内容�
・福島県で被災地の復興支援をどのように展開していくかを、実際に被災地支援を行っている団体や個人が集い、情報共有や意見交換を行った。








�
�






　各団体で連携をしながら、今後も継続的に支援を行っていく予定。当団体でもいわき市に拠点づくりを行う準備をしているため、連携・協力が必要と改めて感じた。





4．感想





　今回の学習全体を通して、「話をきくこと」の意味や、「興味のあることの範囲を広げる」ことの重要性に気が付きました。≪「とちぎ地域力創造プラットフォーム」キックオフイベント≫や≪２６歳のハローワーク≫などでは、普段生活している中では、関わることのない分野や人の考え方に触れることができて、とても新鮮で発見が多かったように思います。座学での学習であるにも関わらず、講師の方々は現場を知っている方々が多かったので、具体的な現場の例を聞きながら、自分たちのことと照らし合わせながら学習することができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２３歳女性・新潟県出身）





普段の作業や業務ではなかなか関わることができない方々と学習の機会を通して出会うことができて良かったです。いろいろな方のお話を聞けたことで視野も広がり、今後の活動に活かしていけるように、しっかりと吸収していきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４歳女性・富山県出身）





（　報告　：　大木本　舞　）





　今回は日々の活動の中でも、いろいろな方にお会いする機会が多かったように思います。


　NPOや社会企業に実際に携わっている方々のお話や、行政としてまちづくりに取り組む方々、一般企業に勤めながら休日を返上して災害ボランティアへ出かける方々、自分たちの町を再生し、より良い町にしていこうと動く被災地の方々…。本当に多くの方々と出会い、お話する時間がありました。


　そのような方々とお話をしながら、書籍や講座、講義などで学ぶことが、どこかでつながっていたり、発展していったりするのはとてもおもしろいと感じ、やはり学び続けることは大切だと実感しました。


今後もConservation Corpsプログラムの中に学び、スキルアップの要素を取り入れ、関わる参加者それぞれにとって、有意義な時間となると良いと思います。





５．これから





県南若者サポートステーション　短期合宿　受け入れ





�





１．はじめに





目的











２．数値でみる活動報告





活動日数　�
・５／２３－５／２４


・６／１０－６／１２


・６／２７－６／２８�
�
活動人数�
・のべ３名�
�
場所�
・こどもの森（高根沢町）


・風と緑の幼稚園・園庭、創造の森（宇都宮市）


・竹林（那須烏山市）


・益子町散策（益子町）�
�






3、活動内容





�





�





�





�





４．総括





（　報告　：　千波　博希　）





一般短期ボランティア合宿　プロジェクト





�





１　はじめに











２　活動報告











活動日数　�
・６／２０－６／２６�
�
活動人数�
・１名　　栃木県内在住の大学生・女性�
�
場所�
・子どもの森（高根沢町）


・竹林（那須烏山市）


・明在庵（益子町）


�
�






�





３　活動内容





�





�





４　感想





（　報告　：　千波　博希　）





いわき市災害ボランティア活動





�





はじめに





�





活動実績





これまでの現地での活動日数と活動人数　 （平成２３年８月１日現在）


活動日数


２８　日　（ほぼ毎週土日の宿泊型、隔週木曜の日帰り型で実施）


活動人数


１７２　人／日





栃木からボランティア2万人！　キャンペーン


(認定ＮＰＯ法人　とちぎボランティアネットワーク　集計)


総計　５，５０６名　（８月３日　現在）　のボランティアが被災地で活動しています。











小名浜郊外の無人宅の側溝に落ちたガレキを除去する作業をご近所の方と一緒に行いました。


大きいブロック塀が沢山ありましたが、ハンマーで砕くことで楽に運ぶことが出来ています。


作業後は、道路にガレキ等を残さないようはき掃除をして完了となりました。





未来基地チーム：５人


その他のボランティア：４人





作業内容





５月





左の作業は、小名浜海岸沿いの永崎という地域で、庭の砂出し作業です。


最初、土嚢袋を300枚程持っていきましたが足りず追加で補充（２回）して最終的には約1000袋を使うことになりました。


海岸沿いということもあり、津波による被害状況が凄く人手が全然足りていないと感じられました。





未来基地チーム：６人


その他のボランティア：５人





６月





活動する作業場所は、ガレキの撤去と、側溝と家中の泥出しが多くありました。


梅雨を過ぎて土が乾いて固まってしまうと大変というのもあり非常に人手が必要と思われます。


土建屋さんなどに、床下を外して頂いてからの作業となるのですが、依頼しても順番待ちになりなかなか作業に取り掛かれないのが現状ということでした。





左は思い出の写真展での運営補佐と、写真などについた砂や泥を除いているところです。閲覧に視えられる人もいたりするので、今後ボランティア活動をしていくなかでどのようなものが思い出の品になるかわからないので、気をつけて作業していこうと思うようになりました。


未来基地チーム：４人





小名浜の永崎地区も、海岸沿いのガレキがほぼ撤去されて見た目はもう大丈夫と思われがちですが内側部にはまだまだボランティアを必要としている方々がおり、やっと床下を剥がすことができこれから泥出しをするというお宅もあります。





７月





小名浜のボランティアセンターも一旦閉鎖することになり、今後活動していくなかで団体や個人として何ができて、被災者の方々が何を求めているのかを考えて活動していかなくてはならない時期になってきたと思います。





これから





（　報告　：　鈴木　修　）





　自分がこの2ヶ月間で一体何ができたんだろうと振り返ると、何かできたという実感はほとんどなく、ただ自分がここにいて、自分の毎日を過ごして、森に行ったり、いわき市に行ったり、食事を作ったり、和室でだらだらしたり、蚊に刺されたりしていただけで、みんなのために何かしようと思っていたけれど、結局何もしてあげられなかったのかなと思った。でも、自分にとっては良いことばかりで、小さなことに悩みそうになったこともあったけれど、そんなこともひっくるめて、この2ヶ月間は２３年間の中ですごく意味をもつような気がしてならない。ピンとくること、考えさせられること、そんなことが多かった。これから海外に行って帰ってくるまで、それは自分の中で温めておこうと思う。


　プログラムの中で具体的にできあがったものや学んだものはたくさんあったし、形として残るものもあるし、成果としても残るものもあるけれど、私はそれよりもこのConservation　Corpsプログラム自体が素晴らしいと思った。参加した人は、この２，３ヶ月でたくさん笑って泣いて考えて帰っていけたら、それで良いと思う。後で、振り返って「楽しかったなあ。」とか「考えさせられたけど、意味があったな。」と感じるだけで良いと思うし、そう感じさせてくれたこのプログラムは本当にすばらしい。これからもたくさんの人が参加してほしい。


　作業の中で、ネザサ刈りと芝生づくりが自分の中でつながった。いつでもどこでも強く生えてくるネザサと、いくら水や肥料をあげて手入れをしてもなかなか自分で成長できない芝生の強さが、人も一緒だなと思った。自分一人でも強く生きていける人もいれば、他からの助けや支えを必要としている人もいる。植物と人間は似ている。でも人は根っこをはらないから、動き放題、自由だから良かった。


　災害ボランティアでは、「誰かのために何かをしたい。」と動く人をたくさん見た。よく考えたら、それはすべてのことの原点であるような気がして、「誰かのために」が「この人のために」や、「子どものために」とか、自分が一番近い人に向けられれば、全員が幸せになれるはず。とっても難しいかもしれないけれど、難しくないこととも思う。震災があって、みんな自分の周りにあるものや人たちの存在に気付いた人が多い。更にそこから大切なものを大切にしよう、誰々のためにがんばろう、この人を幸せにしたい、と思う人が増えたら、今よりもっと暖かい世界になるのではないか。簡単と思う。


　まだまだ悲しみの中にいる人もいるけれど、必ず大丈夫と思う。そういう人に手を差し伸べてあげられる人間になりたい。そのために何をどうするとかはまだ考えていないけれど、今のままでそれができるようになりたい。


人と関わるのは楽しいと思った。


いろいろな人と出会うのが楽しみになった。


人が怖いと思ったこともあったけれど、やっぱり人が一番おもしろい。


これからは、どんな人のために、何をしてあげたいか、自分に何ができるか考えて形にしていきたい。





みんな、とちぎにいてくれてありがとうでした。


とちぎに呼んでくれてありがとうでした。


でも、どうしてとちぎに来たんだろう。


とっても不思議に思います。








３．参加した方の声





大関　博子さん　（新潟県出身・２３歳）





�





Special　Thanks　（敬称略・五十音順）
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有留さんご一家（益子町明在庵）


認定NPO法人　イーパーツ


株式会社　薄羽木材


宇都宮市民活動サポートセンター


エコハウスたかねざわ


学校法人　高根沢育英会　高根沢第二幼稚園


２tree café 


一般社団法人　栃木県若年者支援機構


一般社団法人　とちぎ青少年自立援助センター








とちぎボランティアMPOセンター ぽ・ぽ・ら


認定NPO法人　とちぎボランティアネットワーク


とちぎユースサポーターズネットワーク


とちぎ若者サポートステーション


NPO法人　NICE(日本国際ワークキャンプセンター) 


那珂川 川の駅


NPO法人　那珂川流域悠遊会


真岡市市民活動センター コラボーレ　もおか 
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